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【職員の部】
昆虫の性フェロモンをはじめとする
情報化学物質に関する研究
生物多様性研究領域　
田端　純　主任研究員
　人間は主として言葉(音声)でコミュ
ニケーションをとりますが、他の生物は
しばしば化学物質で情報を伝え合います。例えば、ガ
類のメスがオスを呼び寄せるために分泌する性フェ
ロモンは、匂いでメッセージを伝える情報化学物質で
す。このような物質の化学構造や機能、生産・受容に
関わるメカニズムを解明し、環境負荷の少ない生物
由来の害虫防除技術として活用するための研究を行
っています。

簡便・迅速で汎用性の高い作物残留
農薬分析法に関する研究
有機化学物質研究領域　
渡邉 栄喜　主任研究員
　農作物の安全性を確保するために、
出荷前検査などで残留農薬の分析が
行われています。このような場面での分析方法には、
簡便で迅速であることや、汎用性、経済性が求められ
ます。また、分析担当者の労働環境や地球環境に配慮
し、有害な有機溶媒の使用をできるだけ抑えることも
重要です。これらの条件に応えるため、水溶性農薬の
抽出に水を利用する分析法を開発し、分析に使用す
る有機溶媒の量を削減しました。
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平成25年度（第6回）農環研若手研究者奨励賞
　この賞は、研究所内の若手研究者の活性化を図るため、（独）農業環境技術研究所に勤務する40歳以下の研究
職職員および農環研特別研究員（いわゆるポスドク研究員）の中から、とくに優れた業績をあげた者を表彰するも
のです。表彰式と受賞者講演が、12月5日に行われました。

【特別研究員の部】
作物のヒ素・カドミウム濃度低減を目指した
分子メカニズムの解明
土壌環境研究領域　
倉俣 正人　農環研特別研究員
　日本人が食品から摂取するカドミウ
ムやヒ素は、コメから取る割合が高い
ことが知られています。そこで、イネがこれらの重金属
を吸収するメカニズムの解明に取り組みました。カド
ミウムについては、吸収遺伝子を同定し、そのDNAマ
ーカーを開発しました。ヒ素については、イネの根圏
細菌によるヒ素代謝の調査から、ヒ素のメチル化遺伝
子を同定するとともに、新規のヒ素化合物を発見しま
した。イネの根圏にはさまざまな形態のヒ素が存在し、
イネのヒ素吸収を左右する要因は予想以上に複雑で
あることがわかりました。

石灰窒素を用いた農耕地から発生する
亜酸化窒素の削減に関する研究
物質循環研究領域　　　
山本 昭範　農環研特別研究員
　強力な温室効果ガスである一酸化
二窒素（亜酸化窒素：N2O）の最大の発
生源は農業であり、農業からの発生削減は大きな課
題となっています。そこで、農薬効果と肥料効果を併
せ持つ特徴的な化学資材である石灰窒素を用いて、
農耕地からのN2Oの発生を削減する技術について検
討を行いました。その結果、茶園や排水性の悪い水田
転換畑において、石灰窒素は一般的な化学肥料より
もN2Oの発生量を削減できることがわかりました。


